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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
累計期間

第45期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 25,405,324 25,736,284 50,938,312

経常利益 （千円） 1,316,032 1,578,034 2,539,691

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 718,192 999,613 1,349,562

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 700,976 1,008,038 1,445,823

純資産額 （千円） 16,332,130 17,683,708 16,876,323

総資産額 （千円） 41,226,499 42,314,201 41,615,529

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 62.64 87.18 117.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.6 41.8 40.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,588,567 1,723,372 4,095,544

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △453,967 △390,475 △830,724

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △500,822 △361,275 △1,838,652

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,111,499 6,902,985 5,930,191

 

回次
第45期

第２四半期連結
会計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 29.51 43.68

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1)業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費増税後の影響が落ち着いたものの中国経済減速の影響

等により景気回復の動きは一服、個人消費も総じて底堅い動きとなっている中、円安や原油安により企業収益は

好調に推移し、今後の景気の緩やかな持ち直しが期待される状況となりました。

　当フィットネス業界におきましては、健康寿命の延伸が目標とされる中、健康志向の高まりを背景に潜在的な

需要は高く、安価で気軽に通える小型店や専門化した中小型店、他業界からの新規参入も増加し、注目度が高

まっております。また10月にはスポーツ庁が発足し、スポーツアスリートの育成や国民に対するスポーツの普

及・推進施策等により当業界への関心は更に高まり、当社の果たす役割は益々大きく、国民の健康に寄与するこ

とが期待されます。

　このような環境の中、当社グループは『０歳から一生涯の健康づくりに貢献する』という経営理念のもと、す

べてのお客様にご満足いただける質の高いサービスの提供に努めてまいりました。

　店舗数の状況につきましては、４月より業務受託１店舗「岬町健康ふれあいセンター」（大阪府泉南郡）、新

業態の女性専用HOTスタジオとして、６月に「ヨガピス上馬店」（東京都世田谷区）、９月に「ヨガピス渡辺通

り店」（福岡県福岡市）と「ヨガピス西葛西店」（東京都江戸川区）の３店舗が運営を開始いたしました。ま

た、８月に業務受託の２店舗「かんぽの宿那覇レクセンター」「東武スイミングスクールかねがふち」、９月末

に直営の「五反田店」の運営を終了いたしました。その結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、直営

124店舗（９月末運営終了の五反田店含む）、業務受託63店舗、その他業態21店舗の合計208店舗となりました。

　会員動向につきましては、フィットネス会員・スクール会員とも前年を上回る水準で推移しております。

　店舗運営につきましては、認知症予防対策として「いきいき脳体操」の実施や夏期限定「浮きウキリラック

ス」等のプールプログラムの提供、水難事故防止への取組みとして店舗及び近隣の学校で「着衣水泳」を実施

し、お客様満足度の向上や事故防止・地域支援に努めました。

　法人向け事業では、新規入会企業数が前年を上回るとともに、新サービス「生活習慣病予防改善プログラム」

やオフィス向け健康サービスが好評で、企業や働く世代向けの健康増進に寄与しております。

　また、８月には業界初の移動式フィットネスクラブ「フィットネスエクスプレス」を発表しました。体力測

定・トレーニング機器を付帯したフィットネスカー（バス）とHOTスタジオ設備を備えたホットヨガカー(トラッ

ク)を利用し、全国の様々な地域、企業・病院、高齢者施設などに赴き、あらゆる場所におけるフィットネス

サービスの可能性を実現しました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は25,736百万円（前年同期比1.3％増）、経常利益は1,578百

万円（前年同期比19.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は999百万円（前年同期比39.2％増）となり

ました。

 

(2)資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ698百万円増加し、42,314百万円

となりました。その主な要因は、現金及び預金が972百万円増加し、売掛金が121百万円、有形固定資産が120百

万円減少したこと等によるものです。

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ108百万円減少し、24,630百万円となりました。その主な要因は、前受

金が710百万円増加し、流動負債のその他が796百万円減少したこと等によるものです。

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べ807百万円増加し、17,683百万円となりました。この結果、自己資本

比率は、41.8％となりました。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ972百万円増加し、

6,902百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、1,723百万円の収入（前年同期は1,588百万円の収入）となりまし

た。これは、税金等調整前四半期純利益1,556百万円、減価償却費710百万円、法人税等の支払額638百万円等に

よるものです。

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、390百万円の支出（前年同期は453百万円の支出）となりました。

これは、有形固定資産の取得による支出408百万円等によるものです。
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 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、361百万円の支出（前年同期は500百万円の支出）となりました。

これは、配当金の支払額200百万円等によるものです。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、69百万円であります。

 なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

セントラルスポーツ株式会社(E05145)

四半期報告書

 5/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,164,000

計 42,164,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,466,300 11,466,300
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 11,466,300 11,466,300 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 11,466,300 － 2,261,170 － 2,273,042
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　セントラルトラスト株式会社 　千葉県市川市八幡5-13-1 3,639 31.74

　後藤　忠治 　千葉県市川市 598 5.22

　セントラルスポーツ社員持株会 　東京都中央区新川1-21-2 577 5.04

　後藤　聖治 　千葉県市川市 573 5.00

　株式会社りそな銀行 　大阪府大阪市中央区備後町2-2-1 195 1.70

　日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
　東京都港区浜松町2-11-3 98 0.86

　日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
　東京都中央区晴海1-8-11 98 0.85

　日本トラスティ・サービス信託

 銀行株式会社（信託口４）
　東京都中央区晴海1-8-11 79 0.69

　日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口５）
　東京都中央区晴海1-8-11 74 0.65

　日本トラスティ・サービス信託

 銀行株式会社（信託口３）
　東京都中央区晴海1-8-11 71 0.63

計 － 6,006 52.38

　（注）１．上記、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は84

千株であります。なお、それらの内訳は、年金信託設定分15千株、投資信託設定分69千株となっておりま

す。

２．上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数

は63千株であります。なお、それらの内訳は、年金信託設定分15千株、投資信託設定分47千株となっており

ます。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式         300 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式  11,463,800 114,638 －

単元未満株式  普通株式       2,200 －
一単元(100株)未満の

株式

発行済株式総数 11,466,300 － －

総株主の議決権 － 114,638 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

セントラルスポーツ株式

会社

東京都中央区新川一

丁目21番２号
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,930,191 6,902,985

受取手形及び売掛金 906,433 785,274

商品 229,191 219,836

貯蔵品 62,959 66,995

その他 1,512,435 1,563,811

貸倒引当金 △1,668 △1,443

流動資産合計 8,639,544 9,537,461

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 27,310,309 27,609,271

工具、器具及び備品 4,745,677 4,762,527

土地 7,268,265 7,272,155

リース資産 4,706,304 4,665,315

その他 53,727 73,671

減価償却累計額 △24,426,548 △24,845,997

有形固定資産合計 19,657,736 19,536,942

無形固定資産 548,943 491,754

投資その他の資産   

敷金及び保証金 11,201,503 11,169,934

その他 1,618,137 1,628,214

貸倒引当金 △50,335 △50,105

投資その他の資産合計 12,769,305 12,748,042

固定資産合計 32,975,985 32,776,740

資産合計 41,615,529 42,314,201
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 205,115 225,166

1年内返済予定の長期借入金 3,487,320 3,407,888

未払法人税等 699,408 685,176

賞与引当金 586,512 650,898

役員賞与引当金 45,684 24,910

前受金 3,015,771 3,726,634

その他 4,380,191 3,584,123

流動負債合計 12,420,004 12,304,797

固定負債   

長期借入金 6,676,200 6,747,872

リース債務 3,699,976 3,688,220

退職給付に係る負債 95,033 88,638

資産除去債務 1,192,599 1,194,157

その他 655,393 606,808

固定負債合計 12,319,202 12,325,695

負債合計 24,739,206 24,630,493

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,261,170 2,261,170

資本剰余金 2,273,042 2,273,042

利益剰余金 12,270,277 13,069,238

自己株式 △471 △471

株主資本合計 16,804,019 17,602,979

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 20,576 17,817

為替換算調整勘定 39,745 50,196

その他の包括利益累計額合計 60,321 68,014

非支配株主持分 11,982 12,714

純資産合計 16,876,323 17,683,708

負債純資産合計 41,615,529 42,314,201

 

EDINET提出書類

セントラルスポーツ株式会社(E05145)

四半期報告書

11/20



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 25,405,324 25,736,284

売上原価 22,395,501 22,413,541

売上総利益 3,009,822 3,322,742

販売費及び一般管理費 ※１ 1,470,556 ※１ 1,570,195

営業利益 1,539,265 1,752,546

営業外収益   

補助金収入 8,134 13,369

受取補償金 － 18,982

その他 22,838 36,074

営業外収益合計 30,972 68,425

営業外費用   

支払利息 252,817 232,371

その他 1,388 10,566

営業外費用合計 254,206 242,937

経常利益 1,316,032 1,578,034

特別損失   

減損損失 152,621 21,036

特別損失合計 152,621 21,036

税金等調整前四半期純利益 1,163,410 1,556,998

法人税、住民税及び事業税 567,205 592,517

法人税等調整額 △122,684 △35,864

法人税等合計 444,521 556,652

四半期純利益 718,889 1,000,345

非支配株主に帰属する四半期純利益 697 731

親会社株主に帰属する四半期純利益 718,192 999,613
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 718,889 1,000,345

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,896 △2,758

為替換算調整勘定 △22,809 10,451

その他の包括利益合計 △17,913 7,692

四半期包括利益 700,976 1,008,038

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 700,279 1,007,306

非支配株主に係る四半期包括利益 697 731
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,163,410 1,556,998

減価償却費 748,853 710,156

のれん償却額 38,917 38,917

賞与引当金の増減額（△は減少） 61,809 64,385

支払利息 252,817 232,371

未払金の増減額（△は減少） △284,988 △391,485

前受金の増減額（△は減少） △178,500 709,841

その他 375,357 △391,242

小計 2,177,677 2,529,942

利息の支払額 △253,929 △232,009

法人税等の支払額 △361,044 △638,399

その他 25,863 63,838

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,588,567 1,723,372

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △410,206 △408,726

敷金及び保証金の差入による支出 △80,599 △6,656

敷金及び保証金の回収による収入 36,079 38,225

その他 758 △13,317

投資活動によるキャッシュ・フロー △453,967 △390,475

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,500,000 －

短期借入金の返済による支出 △1,500,000 －

長期借入れによる収入 2,000,000 1,900,000

長期借入金の返済による支出 △2,132,403 △1,907,760

配当金の支払額 △200,653 △200,653

その他 △167,766 △152,862

財務活動によるキャッシュ・フロー △500,822 △361,275

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,506 1,173

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 628,271 972,794

現金及び現金同等物の期首残高 4,483,228 5,930,191

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 5,111,499 ※１ 6,902,985
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本

剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原

価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しており

ます。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。

 当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社株

式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し、連

結の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生

じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載しております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分離

等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年９月30日）

給与・手当 442,477千円 501,075千円

賞与引当金繰入額 125,245 129,044

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日

　　至　平成27年９月30日）

　現金及び預金勘定 　5,111,499千円 　6,902,985千円

　現金及び現金同等物  5,111,499  6,902,985
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月13日

取締役会
普通株式 200,653 17.50 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月10日

取締役会
普通株式 200,653 17.50 平成26年９月30日 平成26年12月５日  利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月13日

取締役会
普通株式 200,653 17.50 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

 

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月10日

取締役会
普通株式 217,852 19.00 平成27年９月30日 平成27年12月４日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

当社グループはスポーツクラブ経営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 62円64銭 87円18銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 718,192 999,613

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
718,192 999,613

普通株式の期中平均株式数（株） 11,465,902 11,465,902

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

   （自己株式の取得及び自己株式の公開買付け）

 当社は、平成27年８月７日開催の取締役会において、会社法第459条１項の規定に基づく当社定款の規定及び同

法第156条の規定に基づき、自己株式の取得及びその具体的な取得方法として自己株式の公開買付けを行うことを

決議し、以下の通り実施いたしました。

 

１．自己株式の取得及び自己株式の公開買付けの目的

   株主還元の充実及び資本効率の向上を目的としております。

 

２．自己株式取得に関する取締役会決議の内容及び取得する株式の種類

   取得する期間　　　　　　　 平成27年８月10日(月曜日)から平成27年10月30日(金曜日)まで

   取得する株式の種類 　　　 普通株式

   取得する株式の総数 　　　 220,100株(上限)

   （注） 発行済株式総数に対する割合1.92 ％

   （小数点以下第三位を四捨五入）

   株式の取得価額の総額　　　 458,908千円(上限)

 

３．公開買付けの概要買付け等を行う上場株券等に係る株式の種類

   普通株式買付け等の期間 　 平成27年８月10日(月曜日)から平成27年９月７日(月曜日)まで(21営業日)

   買付け等の価格 　　　　　　１株につき 金2,085円

   買付け予定の上場株券等の数 220,100株

   決済の開始日 　　　　　　　平成27年10月２日(金曜日)

 

４．公開買付けの結果

   応募株式の総数 　　　　　　200,000株

   買付株式の総数 　　　　　　200,000株

 

５．自己株式の取得結果

   取得した株式の種類 　　　　普通株式

   取得した株式の総数 　　　　200,000株

   取得価額の総額 　　　　　　417,000千円

   取得日 　　　　　　　　　　平成27年10月２日
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２【その他】

平成27年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………217,852千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………19.00円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年12月４日

（注）　平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月13日

セントラルスポーツ株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米　山　昌　良　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野木　幹　久　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小此木　雅　博　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセントラルス

ポーツ株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月

１日から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラルスポーツ株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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